
地質調査の実施について（１）

＜海上音波探査＞
　調査船から海中に音波を発振し、海底下の地層　

　からの反射波をとらえ、解析を行うことで海底下　

　の地下構造を調査

調査船（相馬港）

＜地下探査＞
　起震車を用いて、地面に振動を与え、地層からの
　反射波をとらえ、解析を行うことで地下構造を調査

１

大熊町内調査中の起震車



■実施時期（予定）

・周辺海域　平成19年12月 3日
　　　　～平成20年3月末

・周辺陸域　平成20年 1月 7日
　　　　～平成20年3月末

・敷地内　　平成19年11月15日
　　　　～平成20年5月末

地質調査の実施について（２）

○

○

約35km

約90km

福島第二原子力発電所

平成19年12月3日～

海上音波探査測線

地下探査（深部探査）測線

地下探査（浅部探査）側線およびボーリング調査位置

地下探査（浅部探査）測線

凡　　例

当社が活動性を評価している
双葉断層（約18㎞）

測線２（約6.2km）
　新地町～宮城県丸森町
　H20/2/13～2/21

測線３（約7.7km）
　南相馬市鹿島区
　H20/2/2～2/12

測線１（約6.6km）
　宮城県山元町～宮城県角田市
　H20/2/18～3/7

馬場地点（約0.3km）
　H20/3頃～

測線４（約11.1km）
　大熊町（国道２８８号）
　H20/1/20～2/2

測線５（約10.4km）
　楢葉町～富岡町
　H20/1/7～1/18

上手岡地点（約0.5km）
　H20/1/29～３月末

Ｎ

■調査範囲

・右図に示す範囲について調査

・調査位置については、既往の調査

　記録や最新の知見を踏まえ決定

福島第一原子力発電所

6.6km

6.2km

7.7km

11.1km

10.4km

　※調査期間については、作業の進捗状況等により若干の変更が生じることがあります。

２

深さ

約30km



地質調査の実施について（３）

３

＜福島第一　敷地内調査＞
海上音波探査測線

（凡例）

●：浅いボーリング

●：深いボーリング

　発電所敷地内

　海域

地下探査測線

内　　容

浅
い

１３本，

深さ約１０～２０ｍ

深
い

１

深さ約１,０００ｍ

浅いボーリング孔を

利用，

１３カ所

ボーリ
ング

地下水観測

項　目

１本

＜福島第二　敷地内調査＞

内　　容

浅
い

８本，

深さ約１０～２０ｍ

深
い

１

深さ約１,０００ｍ

浅いボーリング孔を

利用，

８カ所

ボーリ
ング

地下水観測

項　目

１本

海域

発電所敷地内

（凡例）

●：浅いボーリング

●：深いボーリング

地下探査測線

海上音波探査測線



地質調査の実施について（４）

４
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福島第一原子力発電所

福島第二原子力発電所

　耐震安全性評価

　地質調査

キーデート

　地質調査

　耐震安全性評価

H21年度
備　考

H18年度 H19年度 H20年度

▽ 9/19　指針改訂

▽ 9/20　BC指示

▽ 7/16　中越沖地震 ▼ H20.3　中間報告
　　（1F-5，2F-4）

▼ H21.3
2F　BC報告

H21.6 ▼
1F　BC報告

▽ 7/20
　新潟中越沖地震指示

調査結果の反映

調査結果の反映

　　耐震安全性評価実施工程



福島第一前面海域での測定データ

５

測定データ



（参考）断層がある場合の一般例

６

参考例（他地点）

株式会社阪神コンサルタンツパンフレットより


